
令和８年度 第１回埼玉県社会教育委員会議 次第 

 

                   日 時：令和８年９月１１日（金） 

                       １４時００分～１５時３０分 

                   会 場：Teams開催 

 

１ 議長・副議長の選出 

 

２ 開 会 

 

３ 議 事 

社会教育人材の育成・活躍促進のための環境整備について 

 

４ 閉 会 

 

【配付資料】 

１ 埼玉県社会教育委員名簿 

２ 埼玉県社会教育委員に関する規則 

３ 社会教育人材の育成・活躍促進のための環境整備について（会議資料） 

 

【参考資料】（「Ctrl+クリック」でリンク先のページをご参照いただけます。） 

１ 第 11期中央教育審議会生涯学習分科会における議論の整理：文部科学省 

２ 第 12期中央教育審議会生涯学習分科会における議論の整理：文部科学省 

３ 第 4期埼玉県教育振興基本計画（令和 6年度～令和 10年度）：埼玉県教育委員会 

４ 埼玉県生涯学習推進指針：埼玉県教育委員会 (saitama.lg.jp) 

５ 社会教育人材の養成及び活躍促進の在り方について（最終まとめ）：文部科学省 

６ 社会教育士について：文部科学省 

７ 社会教育士フォローアップ研修について～令和８年度社会教育士フォローアップ研修実施機

関の紹介～｜文部科学省｜社会教育士 note 

８ コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進 

９ 総務省文科省連名通知「地域づくりに資する関連施策の一体的推進について」 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo2/toushin/1330378_00002.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo2/toushin/1330378_00004.htm
https://www.pref.saitama.lg.jp/e2201/4th-keikaku.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2215/station/shougai-suisinsisin.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo2/013/toushin/mext_00001.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/01_l/08052911/mext_00667.html
https://mext-shakaikyoiku-gov.note.jp/n/n71df74a0e74e
https://mext-shakaikyoiku-gov.note.jp/n/n71df74a0e74e
https://manabi-mirai.mext.go.jp/upload/ittaitekisuishin_tebiki.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/001080282.pdf


2026/9/11

1

令和８年度第１回
埼玉県社会教育委員会議

社会教育人材の育成・活躍促進のための環境整備について

令和８年９月１１日（金）

１. 社会教育主事と社会教育士

埼玉県社会教育委員会議 02
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１. 社会教育主事と社会教育士

埼玉県社会教育委員会議 03

社会教育士
教育委員会事務局に配置される「社会教育主事」になるた
めの講習や養成課程を修了した者に与えられる「称号」。
社会教育主事にならなくても、その能力があることが分か
るようにするため、令和２年４月に新設された。

１. 社会教育主事と社会教育士

埼玉県社会教育委員会議 04

社会教育士

社会教育士について：文部科学省

3
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2. 令和7年度の協議の焦点

埼玉県社会教育委員会議 05

出発点

資格者を増やす
制度・配置・認知度を確認

議論の焦点

活動が生まれる
環境を整える

既存人材を見つける → 学び合う場をつくる → 地域・団体・企業と結ぶ → 実践につなげる

令和7・8年度を通じ、社会教育人材が地域課題の解決や人づくり・つながりづくりに力を発揮できる環境を継続協議
する。

テーマ：社会教育人材の育成・活躍促進のための環境整備について

3. 令和7年度の協議経過

埼玉県社会教育委員会議 06

第1回｜R7.9.4

課題の共有・制度の理解

・社会教育主事の配置、社会教育士の
認知度、活躍の場、ネットワーク、
継続した学びの場の必要性を確認。

・役割・人数・活動実態・目標像が不
明確という指摘。

第2回｜R8.1.22

既存人材の活躍を具体化

・社会教育士の得意分野、活動事例の
発信、ネットワーク登録メリット、
必要とする人と人材を結ぶ「動線」
の必要性を議論。

第3回｜R8.3.30

機能と運営方法の設計

・ネットワークについて、名簿や「箱」
にとどまらず、交流・研修・事例共有・
マッチングから活動を生む仕組みの必
要性を議論。

主な論点
（１）社会教育主事の配置促進について
（２）社会教育士の認知度向上や有用性の周知、活躍場所の拡大について
（３）社会教育人材のネットワーク化について
（４）継続的な学習機会の確保について
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4. 活動につなげるための視点

埼玉県社会教育委員会議 07

01 活動事例で
役割・価値を見える化

02 専門性・関心・
活動条件を把握

03 活動が生まれる
「動線」を設計

04 継続学習と
当事者が動く仕組み

05 既存ネットワークに
横串を通す

06 双方のメリットと
役割を明確化

名簿や交流の場そのものを目的にせず、「出会う → 相談する → 企画する → 実践する」という流れをつくる。

5. 社会教育人材に期待される役割

埼玉県社会教育委員会議 08

1

つなぐ

人・団体・行政・企業・
分野を結ぶ

2

つくる

学びや対話から企画・活
動を生み出す

3

支える

助言・伴走・研修・情報
提供を行う

4

広げる

事例や成果を発信し、参
画を促す

社会教育主事は行政内外をつなぎ、社会教育士は多様な所属・専門性を生かして実践する

7
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6. 環境整備の方向性

埼玉県社会教育委員会議 09

01 既存人材の活躍 資格取得者を増やすことだけでなく、既にいる社会教育士が力を発揮できる
環境を重視する。

02 活動を生むネットワーク 登録者数ではなく、新たな連携・活動が生まれたかで捉え、地域・団体・企
業への経路を整える。

03 県による広域支援 一律の名簿だけでなく、事例収集・発信、研修、交流機会、枠組みづくりで
地域実践を支える。

04 専門職と実践者の連携 社会教育主事は行政内外をつなぎ、社会教育士は多様な所属・専門性を生か
す。

7. 令和8年度の進め方

埼玉県社会教育委員会議 10

第1回｜9月11日

意見を広げる
未検討の視点を聞く

結論は求めない

第2回

整理案を検討
「議論の整理（案）」を提示

修正意見を得る
（追加視点があれば検討）

第3回

修正案を確認
「議論の整理」を提示

委員会として了承

第1回の役割は「結論を出すこと」ではなく、第2回の整理案に必要な意見を集めること

9
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8. 令和8年度第1回会議の論点

埼玉県社会教育委員会議 11

論点 1

企業や団体の中に、社会教育の視点を持つ人材がいる
ことで、期待できる変化や効果

組織内の学びや組織と地域とのつながりはどのように
変わるのか

論点 2

自主的な活動を支える仕組み

社会教育人材が主体となって学び・つながり・実
践する取組をどう支えるか

県と市町村は何を担うか

行政の支援と社会教育士の自主性をどう両立する
か

9. 社会教育士フォローアップ研修

埼玉県社会教育委員会議 12

情報提供する実践例

社会教育士フォローアップ研修

文部科学省委託事業｜主催：一般社団法人ソブリン・ムーブメント｜／県教育委員会は後援、講師

1

7月2日
構想

2

7月11日
仲間づくり

3

7月23日
計画・準備

4

9月5日
実践

5

9月10日
振り返り

県主催ではなく、社会教育人材等の主体的な取組を行政が支える事例

社会教育士が中心となって運営／参加者が学びと実践・社会とのつながりを広げる研修プログラム

11
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9. 社会教育士フォローアップ研修

埼玉県社会教育委員会議 13

社会教育委員から出された主な意見 今回のフォローアップ研修における取組 

資格取得後の学びと横のつながりが必要 全5回とグループ活動を通して継続的に学び合う 

つながりを新たな取組・連携につなげる 構想から9月5日の実践までを一続きにする 

社会教育士と地域・団体を結ぶ動線が必要 所属や得意分野を知り、地域との接点をつくる 

出会う場を設け、社会教育士自身も運営する 
参加者が企画・ブース運営を担い、 
県教育委員会等が支援する 

「継続的な学び」と「実践につながる場」を具体化した取組 

9. 社会教育士フォローアップ研修

埼玉県社会教育委員会議 14

参加者自身が「つなぐ‧つくる‧支える‧広げる」を実践 

《社会教育士フォローアップ研修受講者によるブース出展》
Ａ：チーム「ＢＯＵＳＡＩ」
Ｂ：占いから始まる妄想公民館☆
Ｃ：思いを言葉に、言葉を形に〜ワードクラウドアートで紡ぐ〜
Ｄ：地域課題×地域資源〜ショッピングモールへの展開を例に〜
Ｅ：美(味)しい日本 〜和文化探究〜
Ｆ：社会教育人財マッピング＆マッチング
Ｇ：集まれ100人！「サウンドテーブルテニス」チャレンジ！
Ｈ：謎解き＋〇〇
Ｉ：茨城県水戸生涯学習センター
Ｊ：社会教育士トレカ
Ｋ：グッズ試作品同好会

埼玉県社会教育人材プラットフォーム
※社会教育関係者や関心のある方が
一堂に会する交流イベント
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A チームBOUSAI

埼玉県社会教育委員会議 15

防災知識・意識の向上・
つながりづくり

B 占いから始まる妄想公民館

埼玉県社会教育委員会議 16

公民館の「こうだった
らいいな」を引き出す

15
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C 思いを言葉に、言葉を形に〜ワードクラウドアートで紡ぐ〜

埼玉県社会教育委員会議 17

楽器に触れるなどの体験を通して生ま
れた気持ちを、言葉や色、形に残す

D 地域課題×地域資源〜ショッピングモールの展開を例に〜

埼玉県社会教育委員会議 18

地域資源を発掘して掛
け合わせ、地域につな
げるしかけを考える

17
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E 美しい日本〜和文化探究〜

埼玉県社会教育委員会議 19

自分たちの文化を知る。
多文化共生社会、地域活性化

にもつながる。

F 社会教育人財マッピング＆マッチング

埼玉県社会教育委員会議 20

つながりを見える可して、
探し合う、繋がり合う

を実現

19
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G 集まれ１００人！「サウンドテーブルテニス」チャレンジ！

埼玉県社会教育委員会議 21

年齢、国籍、障害を越
えて楽しめる体験の場

づくり

H 謎解き＋○○

埼玉県社会教育委員会議 22

つながりのきっかけづくり、
イベントを盛り上げる方法の

提案

21
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その他

埼玉県社会教育委員会議 23

社会教育士をトレーディング
カードにして認知度を高める

自身の社会教育委員としての
活動を伝える

10.社会教育の裾野の広がり

埼玉県社会教育委員会議 24

23

24
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10.社会教育の裾野の広がり

埼玉県社会教育委員会議 25

10. 社会教育の裾野の広がり

埼玉県社会教育委員会議 26
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社会教育主事講習修了者（業種別）
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11．論点

埼玉県社会教育委員会議 27

主な論点
（１）社会教育主事の配置促進について
（２）社会教育士の認知度向上や有用性の周知、活躍場所の拡大について
（３）社会教育人材のネットワーク化について
（４）継続的な学習機会の確保について

論点 1

企業や団体の中に、社会教育の視点を持つ人材がいる
ことで、期待できる変化や効果

組織内の学びや組織と地域とのつながりはどのように
変わるのか

論点 2

自主的な活動を支える仕組み

社会教育人材が主体となって学び・つながり・実践
する取組をどう支えるか
県と市町村は何を担うか
行政の支援と社会教育士の自主性をどう両立するか

追加で議論いただきたい点

27


